

































































































































































































Ⅴ お わ り に
以上，本稿は，保育者や小学校教員を目指す学生に，具体的なこどものSNS犯罪について，
新聞記事を用いながら，事実認識とその対策の理解を深めようとすること，情報収集する手段
として，どのような新聞活用・手法が有効かを，授業の様子や授業ワークシートによって明ら
かにしようとするものであった。そのため，授業の目的として①こどものSNS犯罪の実態と
対策の理解，②新聞記事比較の有用性の理解を設定した。
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図3 新聞記事比較の効果（例）
注）点線（矢印）は，行動の可能性を意味する。
その結果，こどものSNS犯罪が生じる背景・要因，実態，対策といった一連の理解を深め
ることができた。その理解の深化は，新聞記事比較による情報の共通性や相違性に気付くこと
によって実現できたものである。
よって，新聞活用比較では，同じ事件内容において，どのような情報が増え，質が深まるの
か，その結果，どのような意味や価値を生むのか，という一例に気付くことができた。この経
験によって，多様な情報・情報媒体に接することの大切さを深めてもらいたい。
今後，こどもの安全に関する情報を収集する際，受講生は学習経験を活かすことができるの
か，見極める必要性があろう。加え，現場（とくに小学校）において，新聞活用した授業を実
践できるかも，重要となってくるであろう。
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